























　以下、第 1 節に解題を付し、第 2 節に翻刻の凡例を、第 3 節に翻刻を
掲載し注釈を加える。なお、凡例に述べるとおり木下ノートは大学ノー










　 概 論 講 義 は1903年 4 月-1905年 6 月 に「 文 学 論 」 講 義（General 
Conception of Literatureとも称した）を行い、1905年 9 月-1907年 3 月に
は講義題目を改めて「18世紀文学」講義を行なった。「文学論」講義は二










　「18世紀英文学」講義は1905年 9 月から1907年 3 月21日まで、2 年弱に
わたって行なわれた。なぜ 2 年間ちょうどにならないかというと、当時
の東京帝国大学の学年は 9 月に始まり 7 月に終わるはずのところ、漱石






































































公開されるべきだと考えるからである。第 1 冊は1906年 9 月27日にポー
プ論の途中からはじまり、ポープ論が終わる12月 6 日までの講義を収め














































　Daniel Defoe （1661-1731）. PopeのDunciadを前に述ぶるに当りpersonal 



























のBritish Novelists and their styles.の81頁以下にかゝる事あり。















しが、今又用ひたし。その四とは即ちsensuous, supernatural, intellectual, 
(Emotional)moral（5）．そのtypicalのものを順にあぐれば、Nature, (God) 
Deities, Proverbs etc, Love 忠 孝 etc.又 そ の 四 か ら う け るIdealな





















ふ可からず。PopeのEssay on CriticismにもSwiftのGulliver's Travelsに
（5）こうした分類にもとづく以下の一連の記述は、刊本に収録されていない。な






































































































































































論ぜし事ありき。又pension officeを起す計画、彼は終に1696にEssay upon 




refining English Language and barbalism of money. 即ち英国にも仏に
ならひacademyを作れと云へり。終に彼は役人となれり。accounter to 
the commissioner for money the duties on glass.となれり。彼は一方に
意見あり、一方に文学を好む。故に筆を取りても常に実用的の事のみを







のなり。〇An Argument, showing that a standingarmy, with consent of 
















二King James〔ジェームズ 2 世〕に反対し又revolutionを弁護した。次







middle-sized spare man, about forfy years old, of a brown complexion, 







（13）“The Great Law of Subordination Consider'd”（1724）や“Everybody's 
Business is Nobody's Business”（1725）などの女性や使用人の賃金問題など
を論じたパンフレットを指すか。
（14）デフォーはリトアニア出身の使用人Anglipoloskiという筆名でポーランド
議会について論じるという設定の“The Dyet of Poland, A SATYR”(1705)
で英国議会の法案や議員を揶揄した。Sir Edward Seymour(1633-1708)はOld 
Seymskyという名で登場する。
（15）木下ノートでは1703年とあるが、刊本初版より1702年と訂正（『定本 漱石
全集』p.428）。漱石旧蔵書The Works of Daniel Defoe.Edinburgh: W. P. 
Nimmo, 1889所載のGeorge Chalmers“The Life of Defoe”はThe London 









〔The first intent of laws（…）Keep honest ones in awe.　Defoe, 





















“The poor Review is quite exhausted, and grown so very contemptible, 
that though he has provoked all his brothers of the quill, none will 
enter into a controversy with him.”
　1713年に又誹譏罪で捕へられた時に、Queen Anneが死んで了つて助
ける者がなくなつたけれども、彼はひるまず同じ事をして居たが1719年
に 彼 は 有 名 なRobinson Crusoeを 出 し た。Life and Adventures of 











た。“Strange adventures of Mr. D_ D_ of London, Hosier, who has lived 
about fifty years by himself in the kingdoms of North and Sounth 
Britain.”と云ふ表題で、中にはRobinsonもDefoeも出て来て種々掛合を
やるのである。此の他に未だDefoeに捧ぐる書とでも云ふやうなものが







と云ふ人間であつたから、 4 月に上巻を出して 8 月に下巻を出した。そ
れから又1720年には
92右
“Serious Reflection during the Life of Robinson Crusoe, with his vision 
of the Angelic World.”と云ふのを出した。是より以後大に小説を書き
出した。The Life and Piracies of Captain Singleton（1720）; Memoirs 
of a Cavalier(〃); The History of Duncan Campbell（〃）; The Fortunes 
& Misfortunes of Moll Flanders（1721）; Life of Colonel Jack（〃）; A 
Journal the Plague in 1665（1722）; The Fortunete Mistress, Lady 
Roxana（1724）. 斯くて1731年に死んだのである。
93右
1 . Uneasy lies the head that wearsa crown. ―Henry IV


















し て、 両 方 共 文 学 的elementに 云 へ ばintellectualに 属 す。 而 し て
























































































































































































































A end ―― Aのdevelop ―― end reached
　｜ ｜ ｜












































































































（a） 1 ）小説中のcharacterより起るinterest　 
　　 2 ）小説のincidentより起るinterest　 
　　 3 ）小説にあるsceneより起るinterest
（b） （ 1 ）characterのchangeより起るinterest　 
　　（ 2 ）incidentのchangeより起るinterest　 
　　（ 3 ）sceneのchangeより起るinterest
（c） （ 1 ）characterのdevelopmentより起るinterest   
　　（ 2 ）incidentのdevelopmentより起るinterest 
102左
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（50）
に或る程度迄continuityを保つ事。development。此の他、長い小説を面
白く読ませるのがあれば又他の原因あるべし。そこでDefoeの小説を読
むと長く思はれるのは組み立てがゆるい故ならずやと思ひて組立をしら
べしに、かうなれり。今はDefoeに戻らざる可らず。
（未完）
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